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日 時 平成１９年６月１７日 午前１０時キックオフ （曇り）

会 場 エントランスプラザ

SANTANA相 手

結 果 ２－１（２－０、０－１）

内 容 接戦を制す

昨年は、快勝（８－１）した相手でしたが、あのときは主力がいないチームだった

ようで、レギュラーが揃った今回は手強い相手です。こちらも、藤田、野田のレギュ

ラー組二人を欠いているため、守備的に試合に入る予定でした。試合前、相手チーム

が前日、関係者の結婚式で深酒しているとの情報を得て、前半から先制点を取ってい

くようにしました（事実、相手ゴール前ではアルコール臭かったようです 。）

前半、試合開始早々、５分過ぎに、高い位置で相手からボールを奪った谷口から赤

野、左サイドの緒方とつなぎ、緒方からのセンタリングを黒田が絶妙にタッチし、ゴ

ール左サイドに突き刺さる、幸先のいい先制点を奪えた。その後も、動きの鈍い相手

を押し込み続けた。

そして、相手ゴールキックを奪った谷口からパスを受けた緒方が左サイドからドリ

ブルで切り込み、うまくゴール左隅にけり込み２点目を奪った。その後は、調子の出

てきた相手に何度もＣＫなどで攻められたが、中盤、前線からの守備や児玉、久保野

のセンター守備陣などフェニックスはバランスのよい攻守ができ、相手に決定的なチ

ャンスを作らせることはなく前半を終了した。

前半とばしたせいか（？ 、運動量の落ちてきたフェニックスは相手に攻め込まれ）

続けた。何度か、単発的に速攻をしかけるのが精一杯の状況となってしまった。そし

て、１１分過ぎに攻め込まれた自陣右サイドで相手を押し倒してしまい、ＰＫを与え

てしまった。加えて、ポイントゲッター黒田が肉離れで退場してしまった。

ただ、１点差になったことで、フェニックスの集中力が高まり、ボランチ二人（谷

口、三井）の献身的な守備を中心に固く固く守りきり、後半も相手に決定的なチャン

スを与えることなく、２－１で逃げ切った。

拮抗した試合だったので、交代選手を出すタイミングがなく、せっかく参加してく

れたメンバーに申し訳ありませんでした。これで、今季、初めて３勝２敗と勝ち越し

ました。

、 （ ）。ただ これから２試合は暑い暑い７月に予定されています ７月８日と１５日！

暑さに負けない体力作り、走り込みが必要だと思います。皆さん、よろしくね。

参加者

<先発>

ＦＷ（黒田、戸田）

ＭＦ（緒方、谷口、三井、赤野）

Ｆ（工藤、久保野、児玉、中園）D
ＧＫ（谷之木）

<交代>

ＭＦ（藤山）

監 督 高妻

応 援 鳥原、稲用、牧、黒木


